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名

静岡茶愛飲定着推進事業費

予

算

額

Ｒ7 4,898千円 担
当
課(

室)

お茶振興課
（内線2674）

健康体育課
（内線3176）

Ｒ6 5,556千円

１ 事業の内容

「小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する条例」に基づき、県民会議を設置・

開催し、小中学校において児童生徒が静岡茶を飲む機会及び食育の機会を確保することによ

り、児童生徒の静岡茶の愛飲の促進を図る。

２ 事業概要 （単位：千円）

※静岡茶愛飲定着推進事業費（お茶振興課）のうち、しずおか茶ファン創出事業補助金分を除く

区 分 内 容 R7当初

若い世代へ

の茶の定着

（お茶振興課）

県民会議の開催（学校関係者、茶業関係者）

1,440

静岡茶の食育の機会提供（Cha-1グランプリの開催等）

食育機会

の 確 保

（健康体育課）

つながる茶育推進事業

＊内容：児童生徒、保護者向け静岡茶講座の実施

＊国庫：１/２

つなげる茶育推進事業

＊内容：栄養教諭等食育担当者向けお茶の淹れ方研修

＊国庫：１/２

3,458

計 4,898

資料２



令和５年度静岡茶愛飲促進条例に係る県民会議の開催結果

１ 要 旨

令和５年度「小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議」を開催し、

これまでの取組状況の報告と今後の取組方策などを協議した。

２ 内 容

（１）小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議

・開 催 日 令和６年３月14日（木）午前10時から正午まで

・委 員 奥村沼津市教育長他 計13名

・県出席者 池上教育長、櫻井農林水産担当部長 他

（２）令和５年度の取組報告及び協議事項
ア 指標：総合計画及び教育振興基本計画（令和４年度～令和７年度）

イ 静岡茶愛飲の取組

ウ 協議事項

（３）今後の静岡茶愛飲の定着に向けた取組に係る委員からの主な意見

目標指標 Ｒ4年度 目標(Ｒ7)

通年で愛飲に取り組んでいる学校の割合 61% 70%

静岡茶の食育機会の確保に取り組んでいる学校の割合 90% 100%

・児童生徒及び保護者向け静岡茶講座の実施（26校、1,311人）

・山梨県とのお茶の学習交流（令和６年度、令和７年度も継続予定）

・ふじのくに茶の都ミュージアムでの見学受入の拡大（44校 1,481人/２月末）

・Cha-1グランプリの開催（予選会・本戦とも対面で実施）等

・令和４年度県民会議の意見等に対する対応

・課題に対する今後の取組（案）

区 分 内 容

通年での静

岡茶愛飲促

進

・生産者や茶商、学校、保護者、行政が一体となって取り組むことが重

要（関係者がつながることが必要）

・茶産地と茶産地でない地域では取組に差があるので、生産者団体等を

通じた地域間の連携が有効

・お茶の機能性の正しい知識を分かりやすく伝えていくことが必要

教員や保護

者の愛飲へ

の理解促進

・お茶を飲むだけでなく、茶殻の活用（SDGs）やお茶に合うお菓子作り

等と組み合わせて学習することで、より身近に感じるのではないか

・子どもたちがよりお茶に親しむためには、教員のお茶への理解促進を

図ることが大事

・デジタル教材をHPに掲載するだけでなく、SNS等を活用した情報発信

も必要

その他

・お茶の魅力を感じるためには、実際に体験することが大事

・ふじのくにジュニアお茶マイスター制度は良い制度のため、市町や関

係団体が実施している類似の取組と連携することが望ましい
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教員のための博物館の日 in
ふじのくに茶の都ミュージアム

共催（予定）：国立科学博物館、公益財団法人日本博物館協会、静岡県教育委員会健康体育課　　後援（予定）：文部科学省

「教員のための博物館の日」は、教員の皆さんに博物館に親しみを持ってもらうこと、
博物館にある学習資源を知ってもらうために全国の博物館で実施されている事業です。
静岡県立のお茶の博物館である当ミュージアムでは、学校向けのプログラムやお茶を
楽しむプログラムなどを特別に体験していただけます。

2025.８.７（木）　10 時～ 16 時 20 分
対　象　静岡県内の教員及び学校関係者　20人
　　　　　（初めて参加される方を優先させていただきます）
申込み　ふじのくに電子申請サービスからお申込みください。
（５/８から受付を開始します。定員になり次第締め切ります。）

プログラム（今後変更する可能性があります。）

時間 内容

10：00 ミュージアムの概要と静岡県の茶業について
学校向けプログラムの紹介

11：00 常設展の見学（展示解説付き）
12：00 休憩
12：50 茶摘み体験と屋外展示の見学
13：10 お茶のいれ方体験
14：20

　
　

14:50
15:45 意見交換、事務連絡等

参加費無料・交通費支給

持ち物　旅費を振込む口座番号が分かるもの（通帳のコピー等）
　　　　印鑑、帽子、運動靴、水筒、昼食

お申込みはこちら

詳細はこちら

※県の規程に基づき、所属の学校又は自宅からミュージアムまでの往復交通費を支給します。
※１週間経っても申込受付の返信がない場合は、お手数ですが必ずお電話でご連絡ください。

ＱＲコード

ＱＲコード学校向け貸出教材「茶ミューキット」の紹介・体験
茶室見学と茶道体験（抹茶・和菓子付き）

国道１号

00214962
テキストボックス
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ふじのくにジュニアお茶マイスターに関する知事認証認定要領

（目的）

第１条 児童生徒が日常生活において、自発的に静岡茶を愛し、毎日の習慣と

して静岡茶を飲むようになること、さらには成人後も茶への関心を持ち、そ

の習慣を継続してもらうことにより、持続的な静岡茶のファンの拡大を図る

ため、知事認証を設ける。

（認定）

第２条 ふじのくにジュニアお茶マイスター（以下「ジュニアお茶マイスタ

ー」という。）とは、お茶に関する知識を有し、お茶の魅力を伝えられるこ

とが期待される者を言う。県は、県が主催するＣｈａ－１グランプリに参加

し、かつ、県にレポート（様式第１号）を提出した者をジュニアお茶マイス

ターとして認定し、認定証（様式第２号）を交付する。

（認定証の再交付）

第３条 県は、認定証の交付を受けた者から、紛失等による再交付の申出（様

式第３号）があった場合は、認定証の再交付をする。ただし、認定証の再交

付の期限は高等学校修了までとする。

（認定者名簿）

第４条 県は、第２条に定める認定を受けた者について、ジュニアお茶マイス

ター認定者名簿（様式第４号）を作成し管理する。

（その他）

第５条 この要領に定めのない事項については、お茶振興課長が定める。

附則

１ この要領は令和５年 11 月 11 日から施行する。

２ この要領の施行の日以前に、県が開催するＣｈａ－１グランプリに参加

し、かつ、レポートを別に定める期日までに提出した者には、令和６年３月

31 日までに知事に申し出た場合に限り、「ふじのくにジュニアお茶マイスタ

ー」として認定し、第２条に規定する認定証を交付する。
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小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する条例をここに公布する。

平成28年12月27日

静 岡 県 知 事 川 勝 平 太

静岡県条例第53号

小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する条例

（目的）

第１条 この条例は、小中学校において、児童生徒が静岡茶を飲む機会及び児童生徒に対する静岡茶の食育

の機会を確保することにより、児童生徒の静岡茶の愛飲を促進することを目的とする。

（定義）

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1) 静岡茶 県内において生産した茶葉を加工したものを使用したお茶をいう。

(2) 静岡茶の食育 児童生徒の健全な心と体を培い、豊かな人間性を育むため、お茶のおいしさ、お茶の

機能その他のお茶に関する一般的な事項のみならず、静岡茶の茶葉の産地、静岡茶の歴史、静岡茶の文

化その他の静岡茶に関する事項について、児童生徒の理解を深める教育をいう。

(3) 静岡茶の愛飲 静岡茶を愛し、毎日の習慣として静岡茶を飲むことをいう。

(4) 小中学校 学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条の小学校、中学校及び義務教育学校、同条の中

等教育学校の前期課程並びに同条の特別支援学校の小学部及び中学部をいう。

(5) 児童生徒 小中学校の児童及び生徒をいう。

（県の責務）

第３条 県は、この条例の目的を達成するため、小中学校の実情に応じた児童生徒への静岡茶の提供の方法

及び静岡茶の食育の機会の確保に関する助言を行う等必要な施策を講ずるものとする。

（小中学校設置者の責務）

第４条 小中学校の設置者は、当該小中学校における給食、休憩等の時間において、当該児童生徒が静岡茶

を飲む機会及び当該児童生徒に対する静岡茶の食育の機会を設けるよう努めるものとする。

（事業者等の責務）

第５条 静岡茶の茶葉を生産する者、当該茶葉の加工を行う事業者、当該加工されたものの加工、流通若し

くは販売を行う事業者又は静岡茶の製造、流通若しくは販売を行う事業者は、県が実施する児童生徒の静

岡茶の愛飲の促進に関する施策に協力するよう努めるものとする。

（小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議）

第６条 県に、小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議（この条において「県民会議」

という。）を置く。

２ 県民会議は、児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する事項を調査審議する。

３ 県民会議に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第６条の規定は平成29年４月１日から施行する。
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小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議規則をここに公布する。

平成29年３月31日

静 岡 県 知 事 川 勝 平 太

静岡県規則第25号

小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議規則

（趣旨）

第１条 この規則は、小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する条例（平成28年静岡県条例第53

号。以下「条例」という。）第６条第３項の規定に基づき、小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関

する県民会議（以下「県民会議」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

（所掌事務）

第２条 県民会議は、知事の諮問に応じ、児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する事項を調査審議する。

（組織）

第３条 県民会議は、委員20人以内で組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、知事が任命又は委嘱する。

(1) 児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する事項に関し学識経験を有する者

(2) 市教育委員会又は町教育委員会の教育長

(3) 小中学校の校長

(4) 静岡茶の茶葉を生産する者を代表する者

(5) 静岡茶の茶葉の加工を行う事業者を代表する者

(6) 児童生徒の保護者を代表する者

(7) 前各号に掲げる者のほか、知事が必要と認める者

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

２ 委員は、再任されることができる。

（会長）

第５条 県民会議に会長を置く。

２ 会長は、委員の互選によって定める。

３ 会長は、会務を総理し、県民会議を代表する。

４ 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名した委員が、その職務を代理する。

（会議）

第６条 県民会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が召集し、会長がその議長となる。

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決することができない。

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（意見聴取）

第７条 県民会議は、必要があると認めるときは、関係者の意見を聴くことができる。

（庶務）

第８条 県民会議の庶務は、経済産業部において処理する。

（委任）

第９条 この規則に定めるもののほか、県民会議の運営に関し必要な事項は、会長が県民会議に諮って定め

る。

附 則

この規則は、平成29年４月１日から施行する。

資料８
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